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研究成果の概要（和文）：　日本児童での英単語読字書字障害（以下英単語dyslexia)に対し、脳内病態に基づ
いた効果的個別教育支援支援の開発を行った。読字反応時間計測による日本における英単語dyslexiaを検出する
スクリーニング検査を樹立し、標準化を行った。この検査を用いて、日本での英単語dyslexia児童を見出し、脳
内病態に応じた新たな個別教育支援を実施した。

研究成果の概要（英文）：　We developed effective individual educational supports based on each  
brain pathophysiology to Japanese children with dyslexia to English words. We also developed a 
standardized screening system for detection of dyslexia to English words by measuring the reading 
response time. Some children with this type of  dyslexia were detected by using this test and 
instructed by new individual educational supports.

研究分野： 認知神経学
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１．研究開始当初の背景 
グローバル社会の中で、国際的に通用する

人間教育が求められている。国際語としての
英語教育が重視されている中で、言語を脳に
定着させるための文字学習としてアルファ
ベットの読み書き教育も行われていた。申請
者らが小学校5-6年生を対象にした調査では、
アルファベット知識と音韻認識能力は語彙
のスペル知識と有意の相関があることがわ
った。文字認識という receptive な力より、
書き取りという productive な力が語彙の音
韻認識に影響していることが確認された。た
だし dyslexia 児童では文字認知や音韻認知
の障害が推測され、通常の外国語教育では問
題があった。 
一方、文字体系により dyslexia の頻度は

異なり、日本語圏では 1-2%とされる一方、英
語圏での dyslexia は 8%とされていた。日本
では学習障害の主体を占める dyslexia の検
出のために、最近申請者も加わって診断・治
療ガイドラインが策定された。ただし日本語
のひらがな、カタカナ、漢字を用いた検査で
あり、英単語読字による dyslexia（以下英単
語 dyslexia）検査は作成されていなかった。 
 読字書字機構は、かな、漢字、アルファベ
ットそれぞれ文字体系により、脳内活動部位
の相違が報告されていた。ただし日本在住児
における英単語読字での dyslexia の脳内機
構の報告は見当たらなかった。さらに、日本
児童が英単語の読み書きを学習する際には、
当然ながら母国語学習以上に読み書き障害
が予測されるが、現状の外国語教育では
dyslexia を考慮した個別教育対策は行われ
ていないのが現状であった。 
 
２．研究の目的 
限られた語彙数で認知処理速度が遅い日

本在住児童の英単語 dyslexia を判定するた
めには、英国などで用いられているスクリー
ニング検査ではなく、日本独自での英単語読
字・書字における正常値を算出する必要があ
る。そこで、第 1に日本での英単語 dyslexia
検出ガイドラインを作成する。一方、スクリ
ーニングで英単語 dyslexia が疑われた事例
に対して、Knoll & Stewart の” 
Revised hierarchical model”を基本にした
語彙概念リンク反応時間検査、近赤外線解析
を実施し、日本人での英単語読字における
dyslexia の機序を解明する。 
以上の結果に基づき、英単語 dyslexia に

対する視覚認知や音韻処理過程の異常の有
無を検討し、障害を迂回させ脳内代償機構を
賦活させる教育的認知療法を提案する。特に
視覚的ならびに聴覚的ルート双方を補完す
る教育支援方法を認知神経学的解析で評価
し、個別に合った効果的読み書き指導法なら
びに工学支援機器を創出する。 
 
３．研究の方法 
  

日本人での英単語 dyslexia を検出するた
めのスクリーニング検査を英国でのスクリ
ーニング法を参考にして、日本児童向けに独
自に作成する。その後国内での日本児童の英
単語 dyslexia の頻度、家族歴を状況、英語
嫌いの現状などを疫学的に明らかにする。見
出された英語 dyslexia 児童の脳内機序を解
明するため、申請者らが開発した語彙概念リ
ンク反応時間検査、近赤外線などの神経認知
学的検査を施行し、生物学的原因を探求する。
判明した脳内機構の解析から、英単語
dyslexia 児童に合った教育的治療プログラ
ムならびに工学的支援機器の開発を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４．研究成果 
本研究により日本における英単語

dyslexia を検出するスクリーニング検査を
樹立し、外国語彙概念リンクの反応時間検査
のプログラム開発を行った。改良プログラム
に寄る読字反応検査は、千葉大学教育学部附
属小学校、中学校に実施し、学年ごとの平均
値±標準偏差を算出した。最終年度は、千葉
市立の公立中学校２校にも実施しえたので、 
各学校間での比較検討を行い、学校間での優
位な差を見出した。また同付属小学校帰国子
女やミラノ補習校での読字反応検査も実施
し、言語環境の相違による読字反応時間の相
違を比較検討した。 
一方、日本での英単語 dyslexia 児童を検

出するために、主任研究者が携わっている千
葉市養護教育センターの医療相談にて英単
語 dyslexia 児童を見出した。また海外の日
本語補習校（ミラノ、ローマ）にても同様の
独自反応検査を実施し、英単語 dyslexia の
存在を見出した。また「近赤外線を使って脳
の働きをみてみよう」と題して「ひらめきと
きめきサイエンスー」講座で読字時での近赤
外線による脳内機能検査を児童に実体験し
てもらった。 
上記と平行して、 第 1 に日本での英単語

dyslexia 検出ガイドラインを作成にとりか
かった。日本児童での外国語教育の場でも欧
米同様多く存在が疑われている英単語読字
書字障害 （以下英単語 dyslexia）の脳内病
態に対応した効果的individual educational 
planning(個別教育支援計画)の実践が重要
である。 ただし英単語 dyslexia 日本児童用
の英単語における読字障害診断ガイ ドライ
ンは策定されていない現状から、英語が母国
語ではない日本児童向けの英単語 dyslexia



検出スクリーニング検査を現在 Durham 大学
Prof. Christine Merrell と協議し、作成中
である。 
以上の研究成果より、英単語 dyslexia 検

出スクリーニングを策定し、脳内機構を解明
した。さらに、認知神経学的に効果的な教育
支援方法を開発し、今まで努力不足とされて
きた児童への早期検出、教育支援計画作成へ
の道が開いた。この個別教育支援計画作成に
より、“英語ぎらい”や英語学業不良とされ
自尊感情低下など二次障害をきたす状況を
防ぐ手がかりともなることが期待される。 
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